
学
校
３
年
、
木
津
喜
乃
さ
ん
の
「
生
き
た
証
」

（
高
校
生
の
部
）
で
、
表
彰
式
で
は
園
城
義
孝
総

長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。　

作
文
は
本
法
要
修
行
に
あ
た
り
、
次
代
を
担

う
若
者
に
、
法
要
の
趣
旨
で
あ
る
平
和
や
い
の

ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
毎

年
募
集
し
て
お
り
、
宗
門
関
係
の
全
中
学
、
高

校
に
応
募
を
呼
び
か
け
、
本
年
は
全
国
の
中
学

校
12
校
、
高
校
15
校
か
ら
校
内
選
抜
を
経
た
54

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞
の
山
本
さ
ん
は
、
戦

争
で
兄
を
亡
く
し
た
曽
祖
母
の
辛
い
思
い
に
寄

り
添
い
、
同
じ
心
の
傷
を
持
つ
人
を
増
や
さ
な

い
こ
と
が
使
命
と
の
決
意
を
述
べ
、
高
校
生
の

部
の
木
津
さ
ん
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
見
た

被
爆
者
の
懐
中
時
計
に
「
一
つ
の
人
生
」
の
存

在
を
感
じ
、
い
の
ち
の
大
切
さ
、
平
和
を
守
ろ

う
と
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
た
。
作
文

朗
読
に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
た
。

次
代
を
に
な
う
若
者
の
平
和
へ
の
強
い
思
い

を
受
け
止
め
、参
拝
者
一
同
、宗
門
一
体
と
な
っ

て
平
和
の
実
現
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

※　
　
　

※　
　
　

※

続
い
て
、
聖
歌
隊
の
「
千
万
の
」「
み
光
り
の
」

「
み
ほ
と
け
は
」
の
コ
ー
ラ
ス
の
な
か
、
教
区

代
表
者
、
江
東
学
園
幼
稚
園
の
園
児
が
献
華
。

本
年
は
、
千
代
田
中
学
校
、
国
府
台
女
子
学
院

高
等
部
、
武
蔵
野
大
学
か
ら
代
表
者
が
参
拝
、

献
華
及
び
聖
歌
隊
と
し
て
大
役
を
に
な
っ
た
。

ま
た
、
聖
歌
隊
に
は
、
本
年
も
中
仏
同
窓
生
混

成
合
唱
団
「
衆
会
」、
東
京
教
区
寺
族
女
性
「
沙

羅
」、
築
地
本
願
寺
合
唱
団
楽
友
会
の
協
力
を

得
て
、
墓
苑
は
仏
教
讃
歌
の
歌
声
に
包
ま
れ
た
。

※　
　
　

※　
　
　

※

続
い
て
13
時
20
分
よ
り
、
仏
の
み
教
え
と
平

最優秀作文表彰式のようす

聖歌隊によるコーラス

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
は
、
毎
年
９

月
18
日
、
国
籍
、
思
想
、
信
条
な
ど
を
超
え
て
、

す
べ
て
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
宗
派
の
恒
例
法

要
と
し
て
、
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
修
行
さ
れ
る
。

戦
後
80
年
に
あ
た
り
、
ご
門
主
ご
親
修
に
て

修
行
さ
れ
、
駐
日
大
使
や
政
党
代
表
な
ど
宗
派

内
外
か
ら
の
来
賓
ほ
か
、
全
国
か
ら
の
団
体
参

拝
な
ど
１
千
500
人
が
墓
苑
で
参
拝
し
た
。
法
要

は
、
宗
派
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
同
時
配
信

さ
れ
た
。

※　
　
　

※　
　
　

※

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
は
、
す
べ
て

の
戦
争
犠
牲
者
を
悼
み
非
戦
平
和
の
決
意
を
新

た
に
す
る
た
め
、
１
９
８
１
年
か
ら
修
行
し
て

い
る
。

墓
苑
に
は
、
派
外
か
ら
は
、
宗
教
界
よ
り
の

来
賓
と
し
て
日
本
宗
教
連
盟
、
全
日
本
仏
教

会
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
、
政
党
代
表
者
を

は
じ
め
国
会
議
員
の
参
拝
が
、
派
内
か
ら
は
築

地
聞
真
会
、
築
地
あ
す
な
ろ
会
、
拓
心
会
、
中

京
あ
け
ぼ
の
会
、
龍
谷
顕
真
会
の
聞
法
団
体
を

は
じ
め
、
宗
会
議
員
、
宗
門
関
係
学
校
、
築
地

本
願
寺
総
代
お
よ
び
評
議
会
評
議
員
、
各
教
区

の
教
区
会
議
長
、
門
徒
総
代
会
会
長
、
本
願
寺

参
与
な
ど
の
来
賓
が
参
拝
し
た
。

ま
た
仏
教
壮
年
会
連
盟
や
各
教
区
か
ら
の
参

拝
団
が
戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て
墓
苑
に
集
い
、

共
に
非
戦
平
和
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

※　
　
　

※　
　
　

※

法
要
に
先
立
ち
、
12
時
45
分
か
ら
宗
門
関
係

学
校
生
徒
作
文
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
執
り
行

わ
れ
、
引
き
続
き
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

最
優
秀
に
選
ば
れ
た
の
は
、
国
府
台
女
子
学

院
中
学
部
１
年
、
山
本
麗
奈
さ
ん
の
「
戦
争
の

な
い
世
界
へ
」（
中
学
生
の
部
）
と
、
相
愛
高
等

第45回千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要

第
45
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

戦
後
80
年　
非
戦
平
和
の
願
い
新
た
に

１
千
５
０
０
人
が
墓
苑
で
参
拝

宗
門
ニ
ュ
ー
ス
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平和の鐘

幡
別
院
、
山
口
教
区
山
口
南
組
信
光
寺
で
梵
鐘

を
撞
く
様
子
が
映
像
で
同
時
配
信
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
４
月
に
京
都
・
本
願
寺
で
開
催

さ
れ
た
「
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
「
戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て
の
平
和
を
願

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
園
城
義
孝
総
長
が
力
強
く

読
み
あ
げ
た
。

園城総長が「戦後80年にあたっての平和を願うメッセージ」を
読みあげた

《
最
優
秀
作
文
》

　

●　

中
学
生
の
部

国
府
台
女
子
学
院
中
学
部

　

山
本
麗
菜
さ
ん

　
　
「
戦
争
の
な
い
世
界
へ
」

　

●　

高
校
生
の
部

相
愛
高
等
学
校

　

木
津
喜
乃
さ
ん

　
　
「
生
き
た
証
」

《
優
秀
作
文
》

　

●　

中
学
生
の
部

武
蔵
野
大
学
中
学
校

　

小
野
田
夢
風
さ
ん

国
府
台
女
子
学
院
中
学
部

　

都
築
心
南
さ
ん

相
愛
中
学
校

　

山
中
怜
美
さ
ん

　

●　

高
校
生
の
部

国
府
台
女
子
学
院
高
等
部

　

植
木
琴
美
さ
ん

兵
庫
大
学
附
属
須
磨
ノ
浦
高
等
学
校

　

立
岩
虹
海
さ
ん

敬
愛
高
等
学
校

　

植
村
勇
斗
さ
ん

敬
徳
高
等
学
校

　

岩
石
和
佳
奈
さ
ん

宗
門
関
係
学
校
生
徒
作
文
入
賞
作

※　
　
　

※　
　
　

※

13
時
30
分
か
ら
の
法
要
は
、
ご
門
主
ご
親
修

に
て
、
正
信
念
仏
偈（
音
楽
依
用
）を
お
勤
め
し
、

最
後
に
「
み
ほ
と
け
に
い
だ
か
れ
て
」
を
斉
唱

し
て
終
了
し
た
。

「
平
和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
結
び
に
あ

る
よ
う
、
過
去
を
反
省
し
、
問
い
続
け
、
私
た

ち
が
い
ま
何
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
将
来

の
世
代
に
何
を
残
し
て
い
く
か
を
念
頭
に
、
紛

争
相
次
ぐ
世
界
情
勢
に
あ
っ
て
、
平
和
の
実
現

へ
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
と

な
る
。
戦
後
80
年
に
あ
た
り
、
国
籍
、
思
想
、

信
条
を
超
え
て
、
す
べ
て
の
戦
没
者
を
追
悼
す

る
法
要
へ
の
参
拝
を
通
し
、
共
々
に
非
戦
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

和
へ
の
決
意
を
全
国
に
響
か
せ
る
こ
と
を
願
う

「
平
和
の
鐘
」
が
、
生
徒
作
文
最
優
秀
賞
受
賞

の
山
本
さ
ん
、
木
津
さ
ん
に
よ
っ
て
撞
か
れ
、

庭
儀
が
参
進
。
同
時
刻
に
全
国
の
寺
院
に
も
梵

鐘
を
撞
く
こ
と
を
呼
び
か
け
、
共
に
恒
久
平
和

へ
の
願
い
を
新
た
に
す
る
「
平
和
の
鐘
」
の
取

り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
本
山
本

願
寺
を
は
じ
め
、
新
潟
別
院
、
福
井
別
院
、
八

▼
ご
門
主
、
沖
縄
、
長
崎
、
広
島
を
ご
巡
教

　

７
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け

戦
後
80
年
に
あ
た
る
本
年
、
各
地
で
追
悼
法

要
が
行
わ
れ
る
な
か
、
ご
門
主
は
７
月
３
日
か

ら
５
日
に
か
け
、
沖
縄
県
宗
務
特
別
区
、
長
崎

教
区
、
安
芸
教
区
を
ご
巡
教
さ
れ
た
。

７
月
３
日
は
沖
縄
県
宗
務
特
別
区
主
催
の

「
沖
縄
特
区　

太
平
洋
戦
争
全
戦
没
者　

沖
縄

戦
終
戦
80
年
追
悼
法
要
」（
沖
縄
県
営
平
和
祈
念

公
園
平
和
の
丘
）、
７
月
４
日
は
長
崎
教
区
の

「
戦
後
80
年
全
戦
没
者
長
崎
教
区
追
悼
法
要
」

（
諫
早
文
化
会
館
）
が
ご
門
主
ご
臨
席
の
も
と
修

行
さ
れ
、
７
月
５
日
の
「
本
願
寺
広
島
別
院
・

安
芸
教
区　

全
戦
争
死
没
者
追
悼
法
要
並
び
に

原
爆
忌
80
周
年
法
要
」（
広
島
別
院
）
は
ご
門

主
ご
親
修
の
も
と
修
行
さ
れ
た
。
各
法
要
に
あ

た
り
、
ご
門
主
が
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
園
城

義
孝
総
長
が
「
戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て
の
平
和

を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
み
上
げ
た
。

▼
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
を
前
に 

　

築
地
本
願
寺
に
お
い
て
「
平
和
を
願
う
つ
ど
い
」

９
月
17
日

９
時
30
分
よ
り
、「
築
地
本
願
寺
戦
後
80
年
記

念
追
悼
法
要
～
平
和
を
願
っ
て
～
」
が
築
地
本

戦
後
80
年
　

宗
門
の
非
戦
平
和
へ
の
取
り
組
み築地本願寺本堂で修行された戦後80年記念追悼法要
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願
寺
本
堂
で
修
行
さ
れ
、
竒
山
明
憲
宗
務
長
が

挨
拶
、
阿
弥
陀
経
を
勤
め
た
。
本
願
寺
派
布
教

使
、
藏
田
了
然
師
が
法
話
し
、
法
要
の
趣
旨
で

あ
る
平
和
へ
の
願
い
に
つ
い
て
、
戦
時
は
仏
教

徒
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
「
大
和
魂
」
と
い

う
言
葉
で
万
事
抑
制
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
築

か
れ
て
き
た
平
和
な
時
代
の
継
続
を
願
う
こ
と

が
大
切
と
し
て
、
仏
説
無
量
寿
経
の
「
兵
戈
無

用
」
や
親
鸞
聖
人
の
お
言
葉
を
引
き
つ
つ
、
真

実
信
心
や
御
恩
報
謝
と
し
て
の
お
念
仏
に
つ
い

て
説
い
た
。
法
要
後
の
焼
香
に
は
参
拝
者
の
長

い
列
が
で
き
た
。

11
時
か
ら
は
、
本
堂
前
で
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
コ
ー
ラ
ー
氏
が
「
被
爆
ピ

ア
ノ
」を
演
奏
。
イ
マ
ジ
ン
や
ジ
ブ
リ
の
楽
曲
、

ま
た
故
郷
な
ど
誰
も
が
知
る
曲
が
次
々
に
演
奏

さ
れ
、
合
間
に
は
、
被
爆
ピ
ア
ノ
で
国
内
の
み

な
ら
ず
海
外
で
も
多
く
の
依
頼
を
受
け
、
公
演

を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
広
島

で
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
を
前
に
、
原
爆
投
下
前
に

は
そ
こ
に
あ
っ
た
、
ピ
ア
ノ
を
囲
む
家
族
の
団

ら
ん
の
風
景
を
思
い
、
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら

ず
仮
設
テ
ン
ト
や
本
堂
の
日
陰
、
本
堂
前
石
段

と
、
多
く
の
人
が
足
を
と
め
、
境
内
に
ピ
ア
ノ

を
中
心
に
し
た
大
き
な
輪
が
で
き
た
。

13
時
30
分
か
ら
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
」
東
京
教
区
委
員
会
主
催
で
「
へ
い
わ

フ
ォ
ー
ラ
ム
―
２
０
２
５
―
」
が
「
わ
た
し
の

被
爆
体
験
と
そ
の
後
の
人
生
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
た
。

開
会
式
は
重
誓
偈
の
勤
行
に
は
じ
ま
り
、
実

践
運
動
東
京
教
区
委
員
会
委
員
長　
東
森
尚
人

東
京
教
区
教
務
所
長
が
挨
拶
。

続
い
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
被
団
協
）
の

代
表
委
員
で
、
安
芸
教
区
山
県
中
組
明
覚
寺
門

徒
の
箕
牧
智
之
氏
が
登
壇
し
、
３
歳
で
被
爆
し

た
当
時
の
こ
と
や
両
親
の
こ
と
な
ど
そ
の
生
い

立
ち
と
、
戦
後
の
核
兵
器
禁
止
条
約
な
ど
の
国

際
情
勢
に
も
言
及
し
た
う
え
で
、
被
爆
者
が
生

き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
を
な
く
す
こ
と
が
被

爆
者
全
員
の
願
い
で
あ
る
と
語
っ
た
。

後
半
は
箕
牧
氏
と
、
武
蔵
野
大
学
総
長
で
相

愛
学
園
学
園
長
の
釈
徹
宗
氏
と
の
対
談
が
行
わ

れ
、
釈
氏
の
質
問
に
答
え
る
形
で
箕
牧
氏
が
、

戦
時
下
や
被
爆
時
の
生
活
や
町
の
様
子
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
折
の
こ
と
を
語
っ

た
。
釈
氏
は
国
際
社
会
で
も
核
兵
器
に
反
対
す

る
人
が
若
者
を
中
心
に
増
え
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
平
和
問
題
は
常
に
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
、
被
団
協
の
活
動
の
継
続
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
述
べ
、
箕

牧
氏
は
現
在
紛
争
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
日
本
の
80
年
前
の
状
況
に
重
ね
、
生

き
て
い
る
限
り
は
永
遠
に
、
戦
争
だ
け
は
何
と

し
て
も
し
て
は
な
ら
な
い
と
世
界
に
訴
え
続
け

る
と
満
堂
の
参
拝
者
に
語
っ
た
。

ジェイコブ・コーラー氏による被爆ピアノの演奏満堂となったへいわフォーラム

閉
会
に
あ
た
り
、「
へ
い
わ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
主
催
す
る「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

東
京
教
区
委
員
会
社
会
部
門
長　
藤
本
亮
純
氏

が
挨
拶
し
た
。

▼
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
に
あ
わ
せ
、

築
地
本
願
寺
で
パ
ネ
ル
展
・
映
画
上
映

９
月
１
日
か
ら
18
日
、
築
地
本
願
寺
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

「
戦
時
下
本
願
寺
の
歴
史
と
戦
後
80
年
の
歩
み
」総合研究所・社会部主催によるパネル展

映画上映のようす 講師をつとめた箕牧智之氏

を
テ
ー
マ
に
「
人
権
パ
ネ
ル
展
」
が
、
総
合
研

究
所
、
社
会
部
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
９
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、
総
合
研

究
所
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖
縄
戦
～
知
ら
れ

ざ
る
悲
し
み
の
記
憶
～
」
が
築
地
本
願
寺
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
で
上
映

さ
れ
、
参
拝
者
が
視
聴
し
た
。

宗
派
の
戦
後
80
年
の
「
非
戦
平
和
」
へ
の
取

り
組
み
は
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
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